
       

観
世
音
寺
の
草
創 

古
代
律
令
国
家
に
お
け
る
、
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
対
外

交
渉
の
拠
点
と
し
て
設
け
ら
れ
た
官
街

か

ん

が

で
あ
る
大
宰
府

だ

ざ

い

ふ

の

周
辺
に
は
、
い
く
つ
か
の
社
寺
も
配
置
さ
れ
た
。
筑
前
国

分
寺
や
国
分
尼
寺
も
大
宰
府
の
付
近
に
建
立
さ
れ
た
が
、

と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
た
の
は
「
府
の
大
寺
」
と
称
さ
れ

た
観 か

ん

世 ぜ

音 お
ん

寺 じ

で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
観
世
音
寺
は
奈

良
時
代
の
国
家
仏
教
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
国
家
仏
教
の
体
制
下
て
は
、
僧
尼
は
受
戒

じ
ゅ
か
い

し
な
け
れ
ば
、
正
式
の
僧
尼
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
受
戒
の
場
と
し
て
の
戒
壇
院

か
い
だ
ん
い
ん

は
奈
良
の
東
大
寺
と

下
野
国
の
薬
師
寺
、
そ
し
て
観
世
音
寺
と
日
本
全
国
に

三
ヶ
所
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
観
世
音
寺
の
創
建
は
天
智
天
皇
の
誓
願
に
よ
る

と
い
う
。『
続
日
本
紀
』
の
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
二
月
条

の
元
明
天
皇
の
詔
に
よ
れ
ば
、
観
世
音
寺
は
斉
明
天
皇
の

追
善
の
た
め
に
、
天
智
天
皇
に
よ
っ
て
建
立
を
発
願
さ
れ 

      

た
と
さ
れ
る
（
注
１
）
。
天
智
天
皇
の
母
帝
で
あ
る
斉
明
天

皇
は
、
百
済

く

だ

ら

復
興
の
支
援
の
た
め
、
六
六
一
年
に
九
州
に

下
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
七
月
に
朝
倉
橘
広
庭
宮(

福
岡

県
朝
倉
郡)

で
亡
く
な
っ
た
。 

し
か
し
、
田
村
圓
澄
氏
に
よ
れ
ば
、
観
世
音
寺
造
営
の

実
質
的
な
発
議
者
・
推
進
者
は
持
統
天
皇
で
あ
っ
た
と
い

う
（
注
２
）
。
持
統
天
皇
は
観
世
音
寺
の
造
営
を
藤
原
京
・

藤
原
宮
、
大
宰
府
の
建
設
と
関
連
づ
け
、
並
行
し
て
進
め

た
と
さ
れ
る
。
観
世
音
寺
の
完
成
に
は
長
い
歳
月
を
要
し

た
が
、
よ
う
や
く
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
落
慶
法
要

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
間
、
天
智
天
皇
の
家
系
に
つ
な
が

る
女
帝
た
ち
―
―
持
統
天
皇
、
元
明
天
皇
、
元
正
天
皇
に

よ
っ
て
、
観
世
音
寺
の
造
営
は
脈
々
と
引
き
継
が
れ
た
の

で
あ
っ
た
。 

 絵
図
作
成
の
契
機 

か
つ
て
の
観
世
音
寺
の
伽
藍
配
置
は
残
存
す
る
礎
石
や

近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
観
世
音
寺
絵
図
（
写
真
１
）

に
描
か
れ
た
伽
藍

は
、
発
掘
成
果
や
「
延
喜
五
年
観
世
音
寺
資
財
帳
」
（
『
平

安
遺
文
』
一
九
四
号
）
と
よ
く
一
致
す
る
。 

高
倉
洋
彰
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
図
は
従
来
、
江
戸
時

代
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
大
永
六
年
（
一

五
二
六
）
に
古
図
を
写
し
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に

表
装
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
。
で
は
、
な

ぜ
室
町
後
期
に
、
こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。 平

安
末
期
、
律
令
体
制
の
崩
壊
に
と
も
な
い
、
観
世
音

寺
の
莫
大
な
経
済
力
の
掌
握
を
目
的
と
し
て
進
出
し
て
き

た
東
大
寺
の
末
寺
と
観
世
音
寺
は
化
し
た
の
で
あ
り
、
大

宰
府
権
力
の
低
下
と
も
相
ま
っ
て
、
中
世
に
入
っ
て
観
世

音
寺
は
衰
退
へ
と
向
か
う
（
注
４
）
。 

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
に
観
世
音
寺
を
訪
れ
た
連

歌
師
の
宗
祇
も
『
筑
紫
道
記
』
に
「
会
過
ぎ
ぬ
れ
ば
観
音

寺
に
入
り
ぬ
。
此
の
寺
は
天
武
天
皇
の
御
願
な
り
。
白
鳳

年
中
の
草
創
な
り
。（
中
略
）
諸
堂
塔
婆
廻
廊
皆
跡
も
な
く
。

名
の
み
ぞ
昔
の
か
た
み
と
は
見
え
侍
る
。
観
音
の
御
堂
は

今
に
廃
せ
る
事
な
し
。
さ
て
阿
弥
陀
仏
の
お
は
し
ま
す
堂
。

又
戒
壇
院
か
た
の
如
く
有
り
」
と
記
し
て
い
る
（
注
５
）
。 

中
世
の
観
世
音
寺
は
宗
祇
の
描
写
ほ
ど
に
は
荒
廃
し
て

い
な
か
っ
た
と
み
る
立
場
も
あ
る
が
（
注
６
）
、
い
ず
れ
に 

社
寺
参
詣
曼
荼
羅
の
世
界
⑤ 

大
宰
府
観
世
音
寺
絵
図
考 岩

鼻
通
明 



                        

せ
よ
、
大
勢
と
し
て
は
寺
力
が
衰
退
に
向
か
っ
て
い
た
こ

と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
荒
廃
し
た
堂
舎
を
再
興

す
る
た
め
の
勧
進
の
必
要
か
ら
、
往
古
の
伽
藍
図
が
模
写

さ
れ
て
こ
の
観
世
音
寺
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

絵
図
に
描
か
れ
た
伽
藍 

本
絵
図
は
、
一
九
八
八
年
秋
に
太
宰
府
市
の
九
州
歴
史

資
料
館
で
行
な
わ
れ
た
「
発
掘
が
語
る
遠
の
朝
廷 

大
宰

府
」
展
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。そ
の
際
の
観
察
を
も
と
に
、

絵
図
の
記
載
内
容
（
ト
レ
ー
ス
図
参
照
）
に
つ
い
て
若
干

の
検
討
を
加
え
た
い
。 

絵
図
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
に
新
た
に
開
か

れ
た
戒
壇
院
の
南
門
が
描
か
れ
て
い
な
い
点
を
含
め
て
伽

藍
配
置
が
古
期
の
も
の
と
一
致
し
、
逆
に
大
治
三
年
（
一

一
二
八
）
ま
で
し
か
遡
り
え
な
い
鎮
守
日
吉
社
が
描
か
れ

る
等
、
原
図
は
平
安
時
代
末
頃
に
完
成
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
高
倉
洋
彰
氏
は
指
摘
し
た
（
注
７
）
。
と
す
れ
ば
、
観

世
音
寺
が
東
大
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
の
は
保
安
元
年
（
一

一
二
〇
）
で
あ
る
か
ら
、
東
大
寺
の
末
寺
化
に
際
し
て
絵

図
の
原
図
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
こ
の
観
世
音
寺
絵
図
は
人
物
や
牛
車
の
表
現
が

東
大
寺
曼
荼
羅
（
京
都
国
立
博
物
館 

『
古
絵
図
特
別
展

覧
会
図
録
』
一
九
六
九
年
、
所
収
）
に
近
似
し
て
お
り
、

作
成
に
当
た
っ
た
絵
師
の
面
か
ら
も
東
大
寺
と
の
関
連
が

注
目
さ
れ
る
。 

な
お
、
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
の
「
東
大
寺
諸
荘
園

文
書
目
録
」
（
『
平
定
遺
文
』
二
七
八
三
号
）
の
観
世
音
寺

の
項
に
「
一禎

 

養
老
絵
図
」
と
い
う
記
載
が
み
え
る
。

こ
の
絵
図
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
養
老

年
間
は
ま
だ
観
世
音
寺
の
造
営
途
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
養
老
絵
図
は
完
成
予
想
図
的
な
プ
ラ
ン
図
で
あ
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
観
世
音
寺
絵
図
の
文
字
注
記
（
ト
レ
ー
ス
図
参

照
）
を
み
る
と
、
堂
舎
等
の
建
造
物
に
付
さ
れ
た
注
記
以

外
に
、
い
く
つ
か
の
人
物
図
像
に
も
注
記
が
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
注
記
の
付
さ
れ
て
い
る
人
物
は
伽

藍
の
右
下
隅
（
写
真
２
）

と
左
端
中
央
部
（
写
真
３
）

の
「
天

智
天
皇
」
と
、
伽
藍
の
上
部
に
細
長
く
描
か
れ
た
学
問
所

の
建
物
の
左
端
の
「
伝
教
大
師
」
、
そ
れ
に
表
門
の
外
に
立

つ
「
太
宰
小
貳
」
の
三
人
で
あ
る
。 

こ
の
う
ち
、
天
智
天
皇
は
、
前
述
の
よ
う
に
観
世
音
寺

建
立
の
誓
願
者
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
縁
起
的
図
像
と
し

て
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
天

智
天
皇
は
二
ヶ
所
と
も
童
子
姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ

の
表
現
は
、
聖
な
る
「
童
」
、
あ
る
い
は
護
法
童
子
と
し
て

の
「
童
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
注
８
）
。
表
門 

写真１ 観世音寺絵図（福岡県太宰府市観世音寺所蔵） 観世音寺絵図（写真１）のトレース図 



                        

外
の
牛
車
に
も
「
天
智
天
皇
御
車
」
と
の
注
記
が
付
さ
れ
、

現
実
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
は
ず
の
天
智
天
皇
の
参
詣
の

あ
り
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

で
は
、「
伝
教
大
師
」
の
人
物
図
像
は
何
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
観
世
音
寺
は
比
叡
山
延
暦
寺
の

末
寺
で
天
台
宗
に
属
し
て
い
る
が
、
鎮
守
と
し
て
前
述
の

日
吉
社
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
古
来
天
台
宗
と

の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
９
）
。
し

た
が
っ
て
、
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
伝
教
大
師
最
澄
の
来

山
伝
承
が
観
世
音
寺
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
表
現
に

至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
伝

教
大
師
」
の
図
像
表
現
は
、
観
世
音
寺
と
天
台
宗
と
の
密

接
な
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。 

ま
た
、
表
門
外
の
「
太
宰
小
貳
」
の
人
物
図
像
も
大
宰

府
と
観
世
音
寺
の
結
び
付
き
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
絵
図
下
端
中
央
部
の
鳥
居
の
扁
額
に
は
「
道
風

筆
」
と
の
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
平
安
中
期
の
能
書
家

で
あ
っ
た
小
野
道
風
は
太
宰
大
貳
葛
紘
の
子
で
あ
り
、
そ

の
縁
か
ら
し
て
観
世
音
寺
の
扁
額
に
筆
を
ふ
る
っ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ
う
。 

な
お
、
絵
図
の
右
上
端
に
描
か
れ
て
い
る
建
物
（
写
真
４
）

に
つ
い
て
、
高
倉
洋
彰
氏
は
斉
明
天
皇
の
朝
倉
橘
広
庭
宮

を
思
わ
せ
る
御
殿
風
の
建
物
と
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る

（
注
10
）
。
建
物
の
右
半
分
は
描
か
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る

い
は
表
装
の
際
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
よ
う
で
も
あ
っ
て
十
分

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
庭
に
満
開
の
花
（
梅
の
木
か
）
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
と
し
て
は
大
宰
府
に
流

さ
れ
た
菅
原
道
真
邸
で
は
な
い
か
と
憶
測
す
る
。 

道
真
に
は
有
名
な
「
都
府
楼
は
わ
ず
か
に
瓦
の
色
を
看

る 

観
音
寺
は
た
だ
鐘
の
声
を
聴
く
」
と
い
う
詩
も
あ
り
、

方
角
的
に
も
朝
倉
橘
広
庭
宮
は
観
世
音
寺
か
ら
南
東
と
な

る
た
め
、
観
世
音
寺
の
北
東
に
位
置
す
る
太
宰
府
天
満
宮

の
道
真
の
故
地
が
描
か
れ
て
い
る
と
み
る
の
が
自
然
、
で

あ
ろ
う
。 

最
後
に
、
観
世
音
寺
の
四
至
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
前

述
の
「
観
世
音
寺
資
財
帳
」
の
な
か
に
、
北
を
大
野
城
南

城
外
の
遠
賀
門
下
道
、
東
を
大
野
川
（
御
笠
川
）、
南
を
五

条
大
路
な
い
し
は
大
野
川
、
西
を
学
校
院
と
の
境
界
で
あ

る
松
岳
と
学
校
院
東
小
路
を
結
ぶ
線
と
す
る
記
載
が
み
え
、

方
三
町
の
寺
域
を
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る

（
注
11
）
。 

観
世
音
寺
絵
図
が
、
こ
の
方
三
町
の
寺
域
の
表
現
を
意

図
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
絵
図
の
四
周
が
若
干
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
た
め
、
微
妙
な
問
題
で
は
あ
る

が
、
た
と
え
ば
下
端
部
の
三
つ
の
鳥
居
は
い
ず
れ
も
道
路

に
面
し
て
い
る
が
ご
と
き
表
現
で
あ
り
、
南
境
の
五
条
大

路
を
絵
図
の
下
端
部
に
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

写
真
２ 

観
世
音
寺
絵
図
に
描
か
れ
た
天
智
天
皇 

写
真
３ 

童
子
姿
の
天
智
天
皇 

写
真
４ 

絵
図
右
上
端
の
建
物 

（
写
真
１
〜
４
は
『
古
寺
巡
礼 

西
国
６
観
世
音
寺
』
淡
交
社
刊
よ
り
引
用
） 



ま
た
、
上
端
部
の
山
地
表
現
を
大
野
城
と
み
れ
ば
、
寺
域

の
四
至
の
表
現
を
配
慮
し
て
い
た
と
考
え
う
る
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
、
観
世
音
寺
絵
図
に
つ
い
て
概
観
を
試
み
た
が
、

で
は
こ
の
絵
図
は
ど
う
い
っ
た
分
類
に
属
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
寺
域
の
四
至
の
表
現
を
主
眼
と
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
社
寺
境
内
図
あ
る
い
は
社
寺
結
界
図
に
含
め
る
こ

と
が
で
き
る
。 

一
方
、
境
内
に
登
場
す
る
天
智
天
皇
や
伝
教
大
師
等
の

伝
承
的
図
像
に
一
注
目
す
れ
ば
、
縁
起
絵
に
属
す
る
も
の

と
も
と
れ
よ
う
。 

さ
ら
に
、
伝
承
的
な
人
物
図
像
以
外
に
も
若
干
の
参
詣

者
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
社
寺
参
詣
曼
荼

羅
の
一
種
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
絵
図
が
写
さ
れ
た
室
町
後
期
の
大
永
年
間
は
、
ま

さ
に
参
詣
曼
荼
羅
の
萌
芽
期
で
あ
り
、
社
寺
境
内
図
に
参

詣
者
の
図
像
を
描
き
加
え
た
よ
う
な
観
世
音
寺
絵
図
や
前

述
の
東
大
寺
曼
荼
羅
の
よ
う
な
作
例
が
登
場
し
た
時
代
で

あ
っ
た
。 

お
そ
ら
く
、
前
述
の
「
養
老
絵
図
」
や
、
観
世
音
寺
絵

図
の
も
と
と
な
っ
た
古
図
は
、
社
寺
境
内
図
的
要
素
が
強

い
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
上
に
、
時
代
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
縁
起
的
な
人
物
図
像
や
参
詣
者
が
描
き

加
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
観
世
音
寺
絵
図
を
参
詣
曼

荼
羅
の
初
期
の
作
例
に
含
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 「

社
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
と
い
う
用
語
が
、
作
成
当
時
の

人
々
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
名
称
で
は
な
く
、
一
九
六
〇

年
代
に
研
究
者
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
学
術
用
語
で
あ
る

以
上
、
厳
密
な
概
念
規
定
を
行
な
っ
て
対
象
を
限
定
す
べ

き
で
あ
る
と
の
主
張
も
も
っ
と
も
で
は
あ
る
が
、
各
地
の

社
寺
に
伝
来
す
る
絵
図
の
比
較
検
討
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
広
い
視
野
か
ら
参
詣
曼
荼
羅
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
な
時
期
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

（
い
わ
は
な
み
ち
あ
き/

人
文
地
理
学
） 

          

注 （
１
） 

田
村
圓
澄 

「
観
世
音
寺
草
創
考
」
『
日
本
歴
史
』 

四
四
〇
、
一
九
八
五
年
。 

（
２
） 

前
掲
注
（
１
）

参
照
。 

（
３
） 

江
上
栄
子
・
石
田
琳
彰 

『
古
寺
巡
礼 

西
国
６ 

 

観
世
音
寺
』
淡
交
社
、
一
九
八
一
年
。 

（
４
） 

高
倉
洋
彰 

「
筑
紫
観
世
音
寺
史
考
」『
大
宰
府
古 

文
化
論
叢 

下
巻
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。 

（
５
） 

『
日
本
紀
行
文
集
成 

第
四
巻
』
日
本
図
書
セ
ン 

タ
ー
、
一
九
七
九
年
。 

（
６
） 

前
掲
注
（
４
）

参
照
。 

（
７
） 

前
掲
注
（
３
）

参
照
。 

（
８
） 

黒
田
日
出
男 

『
〔
絵
巻
〕
子
ど
も
の
登
場
』
河
出 

書
房
新
社
、
一
九
八
九
年
。
伊
藤
清
郎
「
中
世
寺 

社
に
み
る
「
童
」
」
『
中
世
寺
院
史
の
研
究 

下
』 

法
蔵
館
、
一
九
八
八
年
。 

（
９
） 

前
掲
注
（
４
）

参
照
。 

（
10
） 

前
掲
注
（
３
）

参
照
。 

（
11
） 

前
掲
注
（
４
）

参
照
。 


